
目白駅周辺の環境を守る会 

近隣の方々への報告会 会代表挨拶            2008 年 4 月 26 日  本日は「目白駅周辺の環境を守る会」の報告会にこのように多数の方々にお越し頂きまことに有難うございます。この会は、昨年１２月２１日 ＮＴＴ都市開発（株）がコマースビル及び川村学園短大の跡地に２８階建て高さ９８．８ｍのビルを建設する計画が公示されたことに端を発したものであります。 同計画について我々地元住民は噂を耳にする事はあっても何の相談もなく、全く寝耳に水の事でした。川村学園とは５０周年記念事業の工事などに際し、建設など地元住民に利害のある問題については事前に了解を得た上で行うとの、紳士協定があります。短大の跡地の売買契約は事前に我々に何の連絡もなく、また駐車場の売買も全く知らされておりませんでした。学園の弁明によれば、『短大の建物・土地の売買は、住民の利害には直接関係がない。また駐車場の土地の譲渡はＮＴＴ都市開発側から地元住民の承諾を得ているとの発言があり、これを信じて渋々承諾した』とのことであります。このように二重三重の誤解、錯覚、無知の下に企てられたこの計画は、我々にとって極めて不可解なものであります。 歴史があり、潤いのある環境と景観を守りたい、心のふるさととして次世代の子供達に残したいというのが、私たちの念願であります。  豊かさの中で失われている危機意識を呼びさまし、魅力のある日本の文化を継承発展させなければならない次世代の子供達に何を残すかを真剣に考えようではありませんか。 法に触れなければ何をしても良いとの倫理観、道徳観の低下は目に余るものがあります。他人を思いやる心、清廉勤勉を尊ぶ心、卑怯を卑しむ心などの伝統を損なわせてはならないと考えます。 最後に、本運動にかかる諸準備には、一部少数のご婦人方の献身的協力、また高齢者のご努力に負う所が多大であります。会の趣旨に賛同し物心両面にわたるご協力を願えれば幸い之に過ぎるものはありません。よろしくお願いいたします。簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。         以上     


